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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月14日(2017.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚科学的に許容される粘稠溶液中に、配列番号１のアミノ酸配列と少なくとも９５％
の一次アミノ酸配列の相同性を有するプロテオグリカン４（ＰＲＧ４）の有効量を含む、
患者の顔又はヒトの体の選択された領域の組織ボリューム、皮膚の緊張感、肌理、及び張
りを満たし又は回復させるための医薬組成物。
【請求項２】
　前記ＰＲＧ４は、配列番号１のアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記選択された体の領域が、眼窩周辺領域、唇、頬領域、鼻唇溝、口唇－下顎溝、首、
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又は手である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　更に、皮膚科学的有効量のヒアルロン酸又はコラーゲンと組み合わせてなる、請求項１
に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　更に、皮膚科学的有効量のカルボキシメチルセルロース、ポリエチレングリコール及び
／又はポリエチレンオキシドと組み合わせてなる、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　更に、抗血栓薬、抗炎症薬、ホルモン、走化性因子、鎮痛薬、増殖因子、サイトカイン
、骨形成因子及び麻酔薬からなる群から選択される薬物と組み合わせてなる、請求項１に
記載の医薬組成物。
【請求項７】
　更に、レチノイン酸と組み合わせてなる、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　更に、重水素減少水と組み合わせてなる、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記組成物は注射により、真皮又は皮下組織に投与される、請求項１に記載の医薬組成
物。
【請求項１０】
　前記ＰＲＧ４は組み換えＰＲＧ４である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記ＰＲＧ４の濃度が１０～１０，０００μｇ／ｍＬである、請求項１に記載の医薬組
成物。
【請求項１２】
　前記ＰＲＧ４はヒトＰＲＧ４である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記ＰＲＧ４が、単離又は精製された天然ＰＲＧ４タンパク質である、請求項１に記載
の医薬組成物。
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